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   ２．原著論文
	欧文
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和文
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　（様式２－３）
   ３．症例報告
	欧文
1. 　
2. 　
和文
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　（様式２－４）
   ４．総説
	欧文
1. 　
2. 　
和文
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　（様式２－５）
   ５．その他
	欧文
1. 　
2. 　
和文
1. 　
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　（様式２－６）
   ６．学会発表
	国際学会
〇招聘講演

〇特別講演

〇シンポジウム

〇一般演題

国内学会
〇招聘講演

〇特別講演

〇シンポジウム

〇一般演題（省略可）





氏名　　　　　　　　　　

著書・原著論文等の合計数一覧

	著書
	外国語
	編

	
	日本語
	編

	原著論文
	外国語
	編

	
	日本語
	編

	症例報告
	外国語
	編

	
	日本語
	編

	総説
	外国語
	編

	
	日本語
	編

	その他
	外国語
	編

	
	日本語
	編

	学会発表
	国際学会
	編

	
	日本国内の学会
	編



※研究業績書に記載した原著論文等の合計数を御記入願います。


＜教育研究業績書記載上の注意事項＞

　１．類別は，１．著書，２．原著論文，３．症例報告，４．総説，５．その他，６．学会発表の順とし,各類別には,まず最初に外国語の論文を，次に日本語の論文をそれぞれ古い方から発表年（西暦）順に記入し，整理番号は，類別ごとに１から記入してください。
　　なお，２．原著論文，３．症例報告，４．総説，５．その他については，査読のあるものに限定し，ＩＦ（インパクトファクター）がある場合には最新のIFを記入してください。
また，プロシーディングや文部科学省研究報告書，翻訳書は，「５．その他」に分類してください。
 
２．ご自身が「責任著者」である場合は，氏名の右に（＊責任著者）と記載してください。

　３．掲載予定の論文には，掲載証明書のコピーを添付してください。

　４．学会発表は，まず最初に国際学会を，次いで国内学会の順に，招へい講演，特別講演シンポジウム（パネルディスカッションやワークショップ等の主題演題を含む。），一般　演題に分けて記入してください。なお，一般演題については，国際学会はすべて記載することとしますが，国内学会は記載する必要はありません。

　５．業績は，全員の氏名を記載順に記入し，本人の氏名にアンダーラインを引いてください。

　６．記入にあたっては，１０〜１２Ｐの文字を使用するとともに，バンクーバー方式等の統一した形式で記載ください。

	【記載例（原著論文）】
Tateyama T（＊責任著者），Tsurugi J，Yakushi Y，Zinzu K，Dainichi M.
   Association between short sleep hours and obesity.
　(Journal name). 2024; 241：771-773.（IF：14.093）



